
 

　
２
０
１
０
年
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」
の
食
生
活
分
野
で
は
、

食
生
活
上
の
不
満
が
「
安
全
・
安
心
」
か
ら
、
再
び
「
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
」
へ
と
大
き
く
ゆ
り
戻
さ
れ
た
。
中
国

産
冷
凍
餃
子
や
冷
凍
野
菜
の
残
留
農
薬
事
件
が
風
化

し
、
関
心
が
薄
ま
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
男
性

の
調
理
頻
度
の
着
実
な
増
加
、
そ
れ
に
比
例
し
て
「
調

理
が
嫌
い
」
や
「
面
倒
感
の
増
大
」
が
確
認
さ
れ
た
。

本
調
査
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ら
び
に
概
要
を
報
告
す
る
。 

   

●
食
生
活
の
不
満
は
、「
安
全
・
安
心
」
か
ら
、
再
び

「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
へ
大
き
く
ゆ
り
戻
さ
れ
た
。 

●
週
１
回
以
上
調
理
を
す
る
男
性
３
割
、
女
性
は
９
割
。

男
女
に
よ
る
調
理
頻
度
に
は
ま
だ
大
き
な
開
き
が

あ
る
。
し
か
し
30
代
、40
代
男
性
の
調
理
を
し
な
い
・

し
た
こ
と
が
な
い
割
合
は
３
割
以
下
に
減
少
し
、

男
性
の
調
理
頻
度
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。 

●
一
方
、
男
性
で
調
理
が
嫌
い
の
割
合
が
大
き
く
増

加
し
、
面
倒
感
も
増
大
し
て
い
る
。 

●
食
生
活
上
の
環
境
行
動
で
は
、「
ゴ
ミ
を
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
６
割
が
よ
く
実
践
し
て
い
る
。 

●
野
菜
の
栽
培
は
、
３
割
弱
が
実
践
。
栽
培
場
所
は
、

60
代
は
家
庭
菜
園
、40
代
、50
代
女
性
は
ベ
ラ
ン
ダ
、

50
代
男
性
で
は
家
が
農
家
で
あ
っ
た
。 

●
「
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
」
と
「
環
境
に
配
慮
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
」
に
相
関
が
見
ら
れ
る
。 

●
食
料
問
題
は
「
心
配
で
な
い
」
が
５
％
。
一
番
の
心

配
は
、
自
給
率
と
食
料
の
安
全
性
で
あ
っ
た
。 

     

　
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
は
、78
・
８
％
、
不
満
６
・

１
％
で
あ
っ
た
。
生
活
全
体
へ
の
充
足
度
60
・
９
％
に

比
べ
て
、
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
度
は
引
き
続
き
（
２

０
０
５
年
75
・
５
％
、
２
０
０
９
年
78
・
３
％
）
高
い

（
図
１
）。
年
齢
別
で
は
、
他
の
世
代
に
比
べ
20
代
で
、

女
性
の
満
足
71
・
７
％
と
低
く
、
男
性
の
不
満
11
・
９

％
と
高
い
。一
方
60
代
で
は
女
性
86
・
７
％
、男
性
85
・

９
％
と
満
足
度
が
高
く
、
女
性
１
・
６
％
、
男
性
３
・

１
％
と
不
満
の
割
合
が
極
め
て
低
い
。 

　
食
生
活
で
不
満
な
点
は
、「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」35
・

１
％
、「
安
全
・
安
心
」24
・
９
％
、「
経
済
性
・
節
約
で

き
な
い
」22
・
９
％
、「
農

薬
な
ど
」15
・
１
％
、「
手

間
が
か
か
る
」11
・
８

％
、「
分
別
収
集
が
面

倒
」
11
・
２
％
、「
生
ゴ

ミ
の
処
理
」10
・
５
％

の
順
で
あ
っ
た
（
図
２
）。 

　「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」

を
食
生
活
で
不
満
な

点
と
す
る
の
は
、
20

代
女
性
で
49
・
２
％

「
安
全
･
安
心
」
か
ら

再
び
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
へ

 

①
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と
高
く
、つ
い
で
40
代
女
性
40
・
５
％
、30
代
女
性
37
・

１
％
、20
代
男
性
36
・
６
％
と
続
き
、60
代
で
は
男
女

と
も
に
低
い
。「
安
全
・
安
心
」
は
、
50
代
女
性
37
・
７

％
や
60
代
女
性
33
・
６
％
で
高
く
、20
代
男
性
９
・
９

％
や
30
代
男
性
17
・
９
％
で
低
い
。「
経
済
性
・
節
約

で
き
な
い
」
は
、40
代
女
性
32
・
４
％
、50
代
女
性
29
・

８
％
、20
代
女
性
29
・
２
％
、30
代
女
性
25
・
０
％
の

順
に
高
く
、
男
性
で
は
、20
代
24
・
８
％
、40
代
20
・
７

％
と
高
い
。「
農
薬
な
ど
」
は
、50
代
女
性
21
・
９
％
、

30
代
女
性
20
・
７
％
、60
代
女
性
19
・
５
％
の
順
に
高

く
、20
代
で
は
男
性
４
・
０
％
、
女
性
８
・
３
％
と
低

い
。「
手
間
が
か
か
る
」
は
、40
代
女
性
21
・
６
％
、20

代
女
性
20
・
８
％
で
高
く
、
男
性
で
は
、20
代
12
・
９

％
、50
代
10
・
３
％
で
高
い
。「
分
別
収
集
が
面
倒
」
は
、

30
代
男
性
15
・
４
％
、60
代
男
性
14
・
１
％
、20
代
男

性
13
・
９
％
、40
代
男
性
13
・
２
％
の
順
に
高
く
、
全

般
的
に
女
性
で
低
い
。「
生
ゴ
ミ
の
処
理
」
は
、30
代

女
性
15
・
５
％
、60
代
男
性
13
・
３
％
、30
代
男
性
12
・

８
％
の
順
に
高
い
。 

　
２
０
０
９
年
調
査
と
比
べ
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た

食
生
活
で
不
満
な
点
に
つ
い
て
、
２
０
０
９
年
調
査

で
不
満
の
１
位
に
挙
げ
ら
れ
た
「
安
全
・
安
心
」39
・

９
％
が
24
・
９
％
に
、第
３
位
に
挙
げ
ら
れ
た
「
農
薬

な
ど
」
が
24
・
４
％
か
ら
15
・
１
％
に
大
き
く
減
少
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
０
８
年
以
前
の
調
査
で
食
生
活

の
不
満
の
１
位
に
常
に
挙
げ
ら
れ
た
「
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
」
が
再
び
一
番
の
不
満
と
な
っ
た
。 

　「
手
間
が
か
か
る
」
と
い
う
不
満
は
、
ま
だ
11
・
８

％
と
不
満
の
５
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

過
去
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
２
０
０
５
年
５
・

３
％
、
２
０
０
７
年
７
・
６
％
、
２
０
０
９
年
８
・
８

％
、
２
０
１
０
年
11
・
８
％
と
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。 

   

　
調
理
頻
度
は
、
男
女
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
女
性
で

は
、20
代
と
そ
れ
以
降
の
世
代
で
差
が
大
き
い
。
女
性

の
調
理
頻
度
が
、
既
婚
か
否
か
、
子
ど
も
の
あ
る
な
し

３０
代
、
４０
代
男
性
の
調
理
が
進
む

②
調
理
頻
度
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の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
た
め
だ
。
男
性
の
調
理
頻

度
で
は
、「
月
２
〜
３
回
」17
・
９
％
や
「
し
な
い
」31
・

２
％
が
多
く
、「
月
１
回
以
下
」17
・
４
％
、「
週
１
〜

３
回
」14
・
３
％
と
続
く
、
ほ
ぼ
毎
日
や
週
の
う
ち
の

半
分
以
上
調
理
す
る
は
、「
週
６
〜
７
回
」
８
・
１
％
、

「
週
４
〜
５
回
」
５
・
６
％
と
少
な
い
（
図
３
）。「
し
な

い
」、「
し
た
こ
と
が
な
い
」
の
合
計
は
、
男
性
平
均
36
・

８
％
で
20
代
を
除
く
各
世
代
、30
代
31
・
７
％
、40
代

28
・
９
％
、50
代
41
・
３
％
、60
代
39
・
１
％
と
な
っ
た
。

２
０
０
５
年
調
査
の
「
し
な
い
・
し
た
こ
と
が
な
い
」

男
性
平
均
54
・
７
％
と
比
較
す
る
と
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
（
図
４
）。「
し
た
こ
と
が
な
い
」は
60
代
10
・

２
％
、20
代
６
・
９
％
、50
代
５
・
６
％
に
比
べ
、30
代
、

40
代
で
は
そ
れ
ぞ
れ
２
・
６
％
、
２
・
５
％
と
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
。 

　
20
代
を
除
く
女
性
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
調
理
す
る
「
週

６
〜
７
回
」
が
、81
・
６
％
で
圧
倒
的
に
多
く
、「
週
４
〜

５
回
」
９
・
０
％
、「
週
１
〜
３
回
」
５
・
１
％
を
合
計

す
る
と
95
％
以
上
を
占
め
た
（
図
３
）。
そ
れ
以
下
の

頻
度
は
、「
月
２
〜
３
回
」
０
・
８
％
、「
月
１
回
以
下
」

０
・
９
％
。「
し
な
い
」
０
・
７
％
。「
し
た
こ
と
が
な

い
」
０
・
２
％
と
非
常
に
少
な
い
。20
代
の
女
性
で
は
、

ほ
ぼ
毎
日
調
理
す
る
「
週
６
〜
７
回
」
が
30
代
以
降

女
性
に
比
べ
て
、
半
分
以
下
の
37
・
５
％
、「
週
１
〜

３
回
」
が
18
・
３
％
で
各
世
代
の
男
性
よ
り
や
や
多
い

程
度
で
、「
月
２
〜
３
回
」17
・
５
％
は
、20
代
男
性
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。 

　「
週
１
回
以
上
調
理
す
る
」
割
合
は
、
２
０
０
５
年

調
査
に
比
べ
20
代
男
性
を
除
き
各
世
代
増
加
し
て
い

る
。
特
に
30
代
男
性
で
10
ポ
イ
ン
ト
、20
代
女
性
で

８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
（
図
５
）。 

　
ほ
ぼ
毎
日
調
理
す
る
「
週
６
〜
７
回
調
理
す
る
」
割

合
は
、
２
０
０
５
年
調
査
に
比
べ
、30
代
男
性
で
２
・

８
％
か
ら
10
・
３
％
へ
、30
代
女
性
で
65
・
９
％
か
ら

75
・
０
％
、20
代
女
性
で
31
・
５
％
か
ら
37
・
５
％
へ

と
他
の
世
代
よ
り
増
加
し
て
い
る
（
図
６
）。 

  

　
調
理
が
「
好
き
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
」46
・

６
％
、「
嫌
い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
嫌
い
」16
・
７
％

（
図
７
）
で
、
２
０
０
５
年
の
「
好
き
」
の
合
計
55
・
９

％
か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
減
少
、「
嫌
い
」
の
合
計
11
・

２
％
が
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
た
。
好
き
の
割
合

は
、30
代
と
60
代
の
女
性
以
外
で
減
少
、
特
に
50
代

男
性
、20
代
女
性
、40
代
男
性
で
は
20
ポ
イ
ン
ト
以
上

特
に
男
性
で
好
き
の
割
合
が
減
り
、

嫌
い
が
大
き
く
増
加

③
調
理
が
好
き
か



減
少
し
た
。
嫌
い
の
割
合
は
、
男
性
の
す
べ
て
の
世
代

と
20
代
女
性
、40
代
女
性
で
増
加
し
、
特
に
40
代
男

性
で
嫌
い
の
合
計
２
・
２
％
か
ら
24
・
８
％
、50
代
男

性
の
嫌
い
の
合
計
８
・
３
％
か
ら
29
・
４
％
と
、
嫌
い

の
割
合
が
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
え
、60
代
男
性
で
も

８
・
９
％
か
ら
24
・
２
％
に
嫌
い
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
女
性
で
は
20
代
で
１
・
７
％
か
ら
10
・
０
％
へ
、

40
代
で
13
・
２
％
か
ら
15
・
３
％
へ
嫌
い
の
割
合
が
増

加
し
た
が
、30
代
、50
代
で
は
微
減
、60
代
で
12
・
６

％
か
ら
３
・
１
％
へ
と
減
少
し
た
。 

    

　
調
理
の
面
倒
感
で
は
、「
面
倒
と
思
う
・
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
が
38
・
２
％
、「
そ
う
思
わ
な

い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」29
・
５
％

で
、
面
倒
と
思
う
割
合
が
思
わ
な
い
割
合
を
上
回
っ

た
（
図
８
）。
２
０
０
５
年
で
は
、「
面
倒
と
思
う
」33
・

９
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」37
・

１
％
で
、
そ
う
思
わ
な
い
が

わ
ず
か
で
あ
る
が
多
か
っ
た
。

男
女
年
代
別
に
調
理
の
面

倒
感
を
見
る
と
50
代
男
性

で
「
面
倒
と
思
う
」
が
22
・

９
％
か
ら
46
・
０
％
、40
代

男
性
で
17
・
４
％
か
ら
38
・

８
％
と
20
ポ
イ
ン
ト
以
上

増
加
し
た
。「
そ
う
思
わ
な
い
」

が
50
代
男
性
で
54
・
２
％
か

ら
17
・
５
％
へ
と
36
ポ
イ
ン

ト
以
上
減
少
し
た
。 

　
調
理
を
面
倒
と
思
う
理
由
は
、「
食
器
洗
い
」42
・

３
％
、「
料
理
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」35
・
４
％
、「
下

ご
し
ら
え
」30
・
８
％
、「
買
い
物
」17
・
５
％
、「
味
付

け
」11
・
３
％
の
順
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
意
見
と
し

て
「
忙
し
い
」「
時
間
が
な
い
」
や
「
時
間
に
追
わ
れ
て

い
る
」「
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
が
大
変
」「
小
言
が
う

る
さ
い
」「
子
ど
も
が
小
さ
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。 

　「
料
理
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」
は
、30
代
以
降
の

男
性
で
６
割
弱
あ
り
、「
食
器
洗
い
が
面
倒
」
は
、20

代
、30
代
男
性
で
５
割
強
、60
代
の
女
性
を
除
く
女
性

各
世
代
で
４
割
以
上
あ
っ
た
。 

    
　
よ
く
実
践
し
て
い
る
食
生
活
上
の
環
境
行
動
で
は
、

「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
」57
・
５
％
、

「
飲
み
物
や
食
べ
物
を
で
き
る
だ
け
残
さ
な
い
」47
・
８

％
、「
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」45
・
４
％
、

「
不
要
な
包
装
や
袋
は
断
る
」35
・
２
％
の
順
で
よ
く
実

践
さ
れ
て
い
た
（
図
９
）。
よ
く
実
践
し
て
い
る
・
少
し

は
実
践
し
て
い
る
の
合
計
が
７
割
以
上
の
項
目
は
、「
飲

み
物
や
食
べ
物
を
で
き
る
だ
け
残
さ
な
い
」88
・
２
％
、

「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
」87
・
０
％
、

「
不
要
な
包
装
や
袋
は
断
る
」71
・
５
％
、「
食
料
な
ど
買

い
物
を
し
す
ぎ
な
い
」71
・
２
％
、「
料
理
を
作
り
す
ぎ

な
い
」70
・
３
％
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
「
買
物
に
は
買
物

袋
を
持
参
す
る
」67
・
２
％
、「
地
産
地
消
」58
・
８
％
、「
食

器
の
洗
い
方
を
工
夫
す
る
」54
・
４
％
の
順
に
続
い
た
。 

　
よ
く
実
践
す
る
と
い
う
回
答
が
ま
だ
少
な
い
も
の

は
、「
エ
コ
マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
を
選
ぶ
」
６
・
１

％
、「
過
剰
包
装
の
商
品
は
買
わ
な
い
」10
・
９
％
、「
食

器
洗
浄
機
を
利
用
す
る
」12
・
２
％
、「
生
ゴ
ミ
の
大

部
分
は
自
宅
で
処
理
す
る
」13
・
２
％
な
ど
で
あ
っ
た
。 

　
食
生
活
上
の
環
境
行
動
は
、
性
別
・
年
齢
に
よ
る
違

い
が
大
き
く
、「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力

す
る
」
は
、60
代
女
性
75
・
８
％
、
同
男
性
71
・
１
％
、

50
代
女
性
70
・
２
％
で
７
割
を
超
え
、「
飲
み
物
や
食

べ
物
を
で
き
る
だ
け
残
さ
な
い
」
を
よ
く
実
践
し
て

い
る
は
、30
代
男
性
59
・
８
％
、60
代
男
性
で
55
・
５

％
、50
代
女
性
51
・
８
％
と
５
割
を
超
え
て
い
る
。 

　
60
代
、
特
に
女
性
で
は
以
下
の
よ
う
に
よ
く
実
践

す
る
割
合
が
他
世
代
に
比
べ
て
高
い
。「
地
産
地
消
」

39
・
８
％
（
全
体
19
・
０
％
）、「
料
理
を
作
り
す
ぎ
な

い
」32
・
０
％
（
全
体
22
・
２
％
）、「
エ
コ
マ
ー
ク
の

付
い
た
商
品
を
選
ぶ
」16
・
４
％
（
全
体
６
・
１
％
）、

「
過
剰
包
装
の
商
品
は
買
わ
な
い
」24
・
２
％
（
全
体

10
・
９
％
）、「
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」

66
・
４
％
（
全
体
45
・
４
％
）、「
不
要
な
包
装
や
袋
は

断
る
」52
・
３
％
（
全
体
35
・
２
％
）、「
生
ゴ
ミ
の
大

４０
代
、
５０
代
男
性
で

「
面
倒
と
思
う
」
が
著
し
く
増
加

④
調
理
の
面
倒
感

「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
」

6
割
が
よ
く
実
践

⑤
食
生
活
上
の
環
境
行
動
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部
分
は
自
宅
で
処
理
す
る
」21
・
９
％
（
全
体
13
・
２
％
）、

「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
」75
・
８
％

（
全
体
57
・
５
％
）、「
食
器
の
洗
い
方
を
工
夫
す
る
」

31
・
３
％
（
全
体
14
・
０
％
）
と
高
い
。「
食
器
洗
浄
機

を
利
用
す
る
」
を
よ
く
実
践
し
て
い
る
の
は
、40
代
女

性
21
・
６
％
、30
代
女
性
20
・
７
％
、30
代
男
性
15
・

４
％
、40
代
男
性
12
・
９
％
と
高
い
。 

　
調
理
の
際
の
環
境
行
動
で
は
、「
調
理
の
際
に
は
、

鍋
の
フ
タ
を
上
手
に
使
う
」
を
よ
く
実
践
し
て
い
る
・

少
し
は
実
践
し
て
い
る
の
合
計
63
・
２
％
、「
電
気

ポ
ッ
ト
な
ど
長
時
間
保
温
の
電
熱
家
電
は
使
わ
な
い
」

の
合
計
60
・
４
％
、「
冷
蔵
庫
を
整
理
し
、
冷
え
過
ぎ

な
い
温
度
設
定
を
す
る
」
の
合
計
60
・
３
％
な
ど
が

高
い
。（
図
９
） 

     

　「
野
菜
を
自
宅
や
借
地
で
育
て
て
い
る
か
」
と
い
う
質

問
で
は
、「
育
て
て
い
る
」28
・
８

％
、「
育
て
て
い
な
い
」70
・
１
％

で
あ
っ
た
。
年
代
が
高
く
な
る

ほ
ど
野
菜
を
育
て
て
い
る
割
合

が
多
く
、60
代
女
性
46
・
９
％
、

60
代
男
性
43
・
８
％
と
高
い
。 

　
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
場

所
は
、「
家
庭
菜
園
」51
・
０
％
、

「
ベ
ラ
ン
ダ
」
22
・
６
％
、「
家

が
農
家
」17
・
３
％
、「
実
家
あ

る
い
は
親
戚
の
農
地
」
12
・
０

％
、「
車
等
で
行
く
貸
農
園
」 

３
・
５
％
、「
歩
け
る
距
離
に

あ
る
貸
農
園
（
市
民
農
園
）」
２
・

９
％
の
順
で
あ
っ
た
。
野
菜
を

家
庭
で
育
て
て
い
る
方
の
う 

ち
、「
家
庭
菜
園
」
は
、60
代
男

性
64
・
３
％
、同
女
性
58
・
３
％

と
高
く
、「
ベ
ラ
ン
ダ
」で
は
、40

代
女
性
45
・
２
％
、
50
代
36
・

４
％
、
30
代
34
・
４
％
、
20
代

31
・
６
％
と
60
代
を
除
く
女

性
で
高
い
（
図
10
）。 

　
現
在
は
実
践
し
て
い
な
い
が
２
０
２
０
年
ま
で

に
実
践
し
た
い
こ
と
で
「
野
菜
を
自
宅
や
借
地
や

所
有
地
で
育
て
る
」
は
、
26
・
６
％
が
希
望
。
20
代

女
性
で
34
・
２
％
、
50
代
、
60
代
女
性
で
各
28
・
９

％
、50
代
男
性
27
・
８
％
と
高
い
。
場
所
は
、「
家
庭

菜
園
」61
・
８
％
、「
ベ
ラ
ン
ダ
」33
・
４
％
、「
歩
け

る
距
離
に
あ
る
貸
農
園
（
市
民
農
園
）」14
・
０
％
、

「
実
家
あ
る
い
は
親
戚
の
農
地
」
13
・
１
％
の
順
で

高
い
（
図
11
）。 

 

６０
代
の
5
割
が

野
菜
を
自
宅
や
借
地
で
栽
培

⑥
野
菜
の
栽
培



   

　
日
本
の
食
料
問
題
に
つ
い
て
「
心
配
で
あ
る
」26
・

４
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
心
配
で
あ
る
」
４８
・
０

％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」18
・
８
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
心
配
で
は
な
い
」
４
・
１
％
、「
心
配
で

は
な
い
」
１
・
９
％
で
あ
っ
た
。「
心
配
で
あ
る
」
が
、

「
心
配
で
は
な
い
」を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
図
12
）。

食
料
問
題
の
回
答
は
、
性
年
代
に
よ
る
差
は
比
較
的

少
な
い
が
、20
代
男
性
で
は
、「
心
配
で
は
な
い
」
が

11
・
９
％
と
他
世
代
に
比
べ
て
高
い
。 

　
食
料
問
題
に
関
す
る
１
番
の
心
配
で
は
、「
日
本
の

自
給
率
」26
・
０
％
と
、「
食
料
の
安
全
性
」25
・
８
％

が
並
び
、
つ
い
で
「
食
料
不
足
」16
・
８
％
が
挙
げ
ら

れ
た
。
２
番
目
に
は
、「
食
料
の
安
全
性
」23
・
０
％
、

「
食
料
輸
入
に
お
け
る
質
の
確
保
」17
・
５
％
、「
食
料

価
格
の
高
騰
」17
・
２
％
が
挙
げ
ら
れ
た
。
３
番
目
に

は
「
日
本
の
自
給
率
」17
・
８
％
、「
温
暖
化
に
よ
る
不

作
」17
・
２
％
、「
食
料
輸
入
に
お
け
る
質
の
確
保
」16
・

６
％
が
挙
げ
ら
れ
た
。 

   

　
ま
だ
男
女
に
よ
る
調
理
頻
度
の
偏
り
は
大
き
い
が
、

男
性
の
調
理
が
シ
ニ
ア
か
ら
30
代
、40
代
へ
と
広
が

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。30
代
、40
代
は
、
食
費
を
減
ら

し
た
い
と
い
う
意
向
も
強
く
、
男
性
の
家
庭
で
の
調

理
頻
度
を
上
げ
る
要
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
男
性
は
、
調
理
頻
度
に
比
例
す
る

よ
う
に
調
理
嫌
い
・
面
倒
感

が
増
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
一
方
、
女
性
で
は

調
理
嫌
い
や
面
倒
感
に
そ

れ
ほ
ど
の
大
き
な
変
化
が

な
く
む
し
ろ
減
少
が
見
ら

れ
た
。
調
理
頻
度
に
男
女
の

偏
り
が
あ
り
実
際
の
負
担

の
差
は
残
る
も
の
の
、
男
性

の
調
理
参
加
に
よ
り
女
性

の
負
担
感
が
い
く
ら
か
軽
減
さ
れ
て
き
た
結
果
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。 

　
野
菜
作
り
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
中
、
本
調
査
で
今
回
は
じ
め
て
野
菜
の
栽

培
に
つ
い
て
聞
い
た
。
家
が
農
家
の
方
を
含
め
３
割

近
く
の
方
か
ら
野
菜
を
育
て
て
い
る
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
。
野
菜
の
栽
培
と
環
境
意
識
や
環
境
行
動
と

の
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
る
方

で
、
環
境
を
配
慮
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
思
う

68
・
３
％
（
栽
培
し
な
い
と
回
答
し
た
方 : 

以
下
栽
培

し
な
い
49
・
０
％
）
と
20
ポ
イ
ン
ト
弱
の
差
が
あ
っ

た
。
ま
た
実
際
の
環
境
行
動
で
は
、
地
産
地
消
を
日
常

的
に
実
践
し
て
い
る
80
・
９
％
（
栽
培
し
な
い
49
・
４

％
）、
生
ゴ
ミ
の
大
部
分
は
自
宅
で
処
理
す
る
42
・
６

％
（
栽
培
し
な
い
15
・
４
％
）
と
野
菜
の
栽
培
を
通
じ

て
持
続
的
に
環
境
行
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
。 

　
野
菜
の
栽
培
と
、
調
理
の
好
き
嫌
い
や
面
倒
感
の

ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
環
境
意
識
や
環
境
行
動
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
調
理
が
好
き
や
面
倒
感
が
な
い
と
野
菜

の
栽
培
で
相
関
が
見
ら
れ
た
。「
自
分
が
で
き
る
持
続

可
能
な
環
境
行
動
」
に
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
家
庭
菜

園
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
野
菜
の
栽
培
の
流
行
は
、
そ
の

答
え
の
１
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
調
理
が
好
き

や
面
倒
感
が
な
い
と
の
相
関
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

食
生
活
へ
の
関
心
が
、
農
業
や
野
菜
栽
培
へ
の
関
心
、

野
菜
栽
培
を
通
じ
た
環
境
行
動
へ
と
繋
が
り
、
家
庭

菜
園
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
収
穫
が
、
再
び
調
理
行
動
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
良
き
循
環
が
起
き
て
い

る
よ
う
だ
。 
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「
心
配
で
あ
る
」
が

「
心
配
で
は
な
い
」
を
大
き
く
上
回
る

⑦
日
本
の
食
料
問
題

ま 

と 

め
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